
記号の意味 【カテゴリー】 ≪サブカテゴリ―≫ ？理論的に産出したカテゴリー 実線:データに基づく関連性 破線:理論的に考えられる関連性 

図5．【理解不足の自覚】の現象のカテゴリー関連図 
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度？
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分かりやすさの程
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分かりやすい(F-1)

非常に高い(F-1)
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要望すること

要望する程度

もう少し具体的な方法論を聞きた

かった(B-1),実際の分析を密にやっ

てほしかった(E-1),分析方法（カテ

ゴリー化をする方法）(G-1)

高い(B1,E-1,G-1)

＜帰結:楽しく充実した時間＞ ＜帰結:有意義さの実感＞ ＜帰結：評価＞ <帰結:要望>

＜楽しく充実した時間(K-3)＞ ＜有意義さ（A-3) ＞ ＜とても分かりやすい伝え方(F-1)＞ <具体的な方法を聞きたい(B-1)>,<分析方法を密に教えてほし

かった(E-1)>,<カテゴリー化の方法を知りたかった>

≪行為/相互行為:できた先生への直接の質問≫

直接話を聞けた(A-3),率直に疑問を聞けた(C-1)

≪行為/相互行為:学び≫ ≪行為/相互行為:成果≫

＜大変勉強になった(E-7-1)＞ <できた考える方向性の確認(K-2)>,<質的研究の再認識(D-1)>

できた自由な意見交換(7K-1), ＜理解不足(I-2)＞ ＜新鮮さの実感（H-2) ＞

≪状況:学びの準備性≫

＜GTAを本だけで学んできた(A-3)＞＜初めての質的研究の受講H-1)

＞＜グループワークによるGTAの実践的な学び＞

≪行為/相互行為:できた自由な意見交換≫ 【行為/相互行為:理解不足の自覚】 ＜行為/相互行為:新鮮さ＞
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図6．【研究の理解】の現象のカテゴリー関連図 
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【行為/相互行為:研究の理解】

GTAの理解の深化(7K-6-１),GTAの理解の深化(7K-6-１),理解できていない(4E-6-1),活用

できるほど理解できていない(4F-6-1),＜研究とは何かを再認識(6D-6-1)＞

≪行為/相互行為:研究を行う環境への認識≫

<スーパーバイザー不在(4E-6-2)>,<職場が活用できるレベルにない(3I-

6-1)>

≪状況：研究への取り組みのタイミング≫

＜GTAで今研究に取り組もうとしている(7C-6-1)>

≪行為?相互行為:重要性の認識≫

＜GTAの重要性の認識(7B-6-1)＞
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帰結:別の研究法を選択？≪行為/相互行為:GTAの活用可能性の判断≫

GTAの活用範囲の判断(6A-1,6A-2)
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図7．【授業の貴重さの実感】の現象のカテゴリー関連図  
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7-2)
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≪帰結：感謝≫

＜大変感謝(A-7-1)＞＜感謝(B-7-1B-7-1B-7-1,D-7-2,E-7-4)>

≪帰結:要望≫

<公開授業の継続を要望(C-7-1)>,<来年も戈木先生に来てほしい((L-

≪状況:志≫

臨床を変えていきたい(E-7-4)

≪行為/相互行為:希望≫
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≪行為/相互行為:学び＞
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≪帰結:恐縮≫
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